
[大会名]平成 25 年度茨城県民総合体育大会兼国民体育大会茨城県大会全国高等学校総合体育大会茨城県予選会 

[試合番号]A3 [開催日]2013/6/26 
試合会場レポート 

[会場]ひたちなか市総合運動公園総合体育館 

[観客数]1000 [開始時間]13:50 [終了時間]14:35 [試合時間]0:45 

[主審]松延 亮一 [副審]高橋 賢司 [記録員]福島 基子 

女子：決勝戦 

土浦日本大学高等学校 25 
第 1セット 

【 0:22】 15 常総学院高等学校 

監 督：石﨑 吉宏 25 
第 2セット 

【 0:20】 15 監 督：長谷部 勝弘 

コーチ：牧内 梓 
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第 3セット 

【 : 】  

0 
コーチ：斉藤 篤 

【 】内はセット時間 

戦 評 

関東大会県予選に引き続き、同じ顔合せとなった土浦日本大学高等学校と常総学院高等学校との決勝戦。 

第１セットは立ちあがり、常総学院関のサーブが土浦日大を崩し、ライトから村井、レフトから増渕のスパ

イクなどで６―２と押し気味に試合を進めた。しかし土浦日大は、賀谷のブロック、秋山のライトスパイクな

どで一気に逆転し、８―６とリードしたところで常総学院１回目のタイムアウト。その後土浦日大は、下田の

思い切りのよい連続スパイクポイントや芹澤の絶妙なコンビネーション、雨谷のＢクイックなどが次々と決ま

り 20―13 とリードを広げた。土浦日大は終盤投入された藤代のサービスエースもあり、最後は常総学院増渕

のレクトスパイクがネットを叩き、25―15 で土浦日大が先取した。 

第２セット、立ちあがりから土浦日大の下田が思い切りのよくスパイクを決め、ブロックポイントも続き８

―４とリードしたところで常総学院は１回目のタイムアウトをとった。その後、常総学院はサーブで攻めるが、

土浦日大下田がスパイク、サーブで連続ポイントを決め続け、小さな身体が躍動する。先にインターハイ出場

を決めた男子が見守るなか、最後まで安定した戦いを続けた土浦日大がこのセットも 25―15 で奪い、６年連

続のインターハイ出場を決めた。 

※本票の著作権は茨城県高体連バレーボール専門部に帰属します。 ■作成者 髙原 康之 

 


